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　まえがき

　本書『加藤新太郎×中村直人 法律家とキャリア』は、裁判
官・弁護士として50年になる私と弁護士として40年になる中村
さんとの対談本である。本書刊行の端緒は、NBL 誌が1300号を
迎えることを記念して、編集部から、この時期にふさわしく、読
者にもアピールできるテーマについて相談されたことにある。　
　私は考えた。NBL 誌の読者層の中核は弁護士・裁判官、企業
法務マン、行政官、研究者、司法書士など New Business Law の
担い手である。そこで、その中の多数派である弁護士が、どのよ
うにキャリアを選択しているのか、どのように自らのキャリア・
ディベロップメントを図っているのか、どのようなスタンスで仕
事を受け次につなげているのか、さらにはキャリア・プランニン
グをどのようにしているのか、などキャリアパスをテーマにする
のがよいのではなかろうか。同様に、民事裁判官についても、そ
れに対応する形でキャリア・プランニングの実相を披露すること
が弁護士層の日常の執務の役にも立つはずである。裁判官層に対
しては批判は喧伝されるもののあまり実相が知られていないので、
そうした点も加えるとよろしいのではないか。そうすると必然的
に対談という形式になる。

　編集部にそう申し上げたところ、「対談のお相手はどなたがよ
ろしいか」。
　私の返答は、「中村直人さん一択です」。
　なぜ中村さんかというと、自らが創設者である中村・⻆田・松
本法律事務所（NTM）がとても上手くいっているのにもかかわら
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ず、そこを惜しげもなく辞めて、また個人事務所に戻るとはどう
いうおつもりか、大変関心を持っていたからである（日本経済新

聞2023年７月３日付朝刊「企業法務の雄、中村直人弁護士に聞く」

〔聞き手児玉小百合〕参照）。また、言わずもがなであるが、中村
さんは、商事法務から『取締役・執行役ハンドブック〔第３
版〕』（2021、共著）、『株主総会ハンドブック〔第５版〕』（2023、

共著）、『訴訟の技能──会社訴訟・知財訴訟の現場から』（2015、

共著）、『ガバナンスを語る』（2025）、『新装版 弁護士になった
「その先」のこと。』（2026、共著）ほか多数の法律書を出されて
おり、裁判実務においても当代一流の会社法専門の弁護士だ。加
えて、私はかねてより、中村さんを大層率直な方だとみていた。
その理由は、長くなるので、本書第１章の冒頭で述べる。
　そのような中村さん一択の理由を話したところ、編集部も大賛
成で、ご多忙を極める中村さんに、私が恐る恐るお願いしたとこ
ろ、幸いにもご快諾いただくことができた。

　いざ対談を行ってみると、裁判官と弁護士のキャリアプランに
ついては私も中村さんも、とても数時間では語り切れない内容が、
次から次へとあふれ出てきた。そこで刊行された NBL 誌の対談
内容を起点としながらこれに新たな編集を行いつつ、それぞれの
キャリア開始から中堅期、ベテラン期に至るまでの法律実務家と
しての足跡について、あらためて語り合う機会をもち、書籍とし
て世に送り出すのはどうだろうかと考えるに至った。このような
私の提案に中村さんは即座に賛同してくださった。そのような次
第で、2025年の初秋から暮れまでの間、日本橋の商事法務の会
議室において、都合６回にわたり文字通り談論風発、クリエイ
ティブかつ至福の時間を過ごすことができたのである。
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　結果として、専門的職業人である弁護士・裁判官が自己のキヤ
リアをいかにして形成していくべきか、その前提と方向性はどの
ようなものか、自分たちはどのようにしてきたかを語り合うもの
となった。本書はその実況中継である。
　本書の名宛人は、現に法律実務に携わる人々、そうした職業に
就くことを考えている方々を中心とするが、このテーマに関心を
持たれるすべての人々に向けられている。多くの方々が手にとっ
ていただければ幸いこのうえもない。
　本書刊行の契機となる対談を企画していただいた NBL 編集部
の西巻絢子さん、櫻沢知広さん、本書刊行に向けて万端にわたり
お世話いただいた商事法務コンテンツ制作部の浅沼亨さん、宮尾
悠子さんの皆さんの情熱に対し、中村さんともども厚くお礼申し
上げたい。

　令和８年４月吉日

� 加藤　新太郎　　
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第７章　裁判官退官後、弁護士の引退後の実相
第８章　司法修習が持つ意味
第９章　弁護士と裁判官の執筆活動
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